
の場合

ＰＰから眼球運動を考えること。 SR→上直筋 IR→下直筋 SO→上斜筋 IO→下斜筋 LR→外直筋 MR→内直筋
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全て相殺される

・単位指令（インパルス）

・Sherrington の法則 × ・筋の緊張（生理的トーヌス） ・相殺されるもの（相互の筋肉の均衡：動かない）×

×
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上下直筋は約 23°外転で上下最大、約 67°内転で回旋最大となる。上下斜筋は約 51°内転で上下最大、約 39°外転で回旋最大となる。

ということは 20°～25°の向き運動では、直筋は外転位で上下作用が最大となり、内転位では回旋作用は著明に出ることはない。

反対に 20°～25°の向き運動では、斜筋は外転位で回旋作用が最大となり、内転位では上下作用は著明に出ることはない。

参考



の場合

ＰＰから眼球運動を考えること。
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右眼上斜筋麻痺

（滑車:SO神経麻痺）
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相互の筋肉のつりあいがなくなり

上転・外方回旋・内転となる
（麻痺筋のＰ．Ｐからの作用方向と反対の眼位）

外方回旋

内転

Ｐ．Ｐで偏位のある位置からの指令で
ＰＰでの偏位分＋（麻痺での影響分）

ずれる

ＰＰでの偏位分＋SOの指令分の麻痺で

Ｐ．Ｐより

上転・やや外方回旋・（内転）が増加
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×
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(上方の場合 SO は指令筋では
なく正常ならば本来 Sherrington
の法則が働くこともあり、さほど

偏位に影響しない場合もある)

上転

×
(下方の場合SOは指令筋であ
るが、IR の方が下方視の働き
が大きいので P.P よりは上下

偏位が大きくなるが直筋麻痺
より著明でない場合もある)

×

・単位指令（インパルス） ・麻痺筋 ・Sherrington の法則

・筋の緊張（麻痺眼は均衡状態の場合は省略） ・相殺されるもの（相互の筋肉の均衡：動かない）× ただし麻痺眼は省略
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× (斜筋の付着部位は眼球の後部
なので下方視すると SO は回旋

がより大きくなる位置である)

× ×

×

斜筋のほぼ回旋偏位のみになる外転位で

下転方向となるので

外方回旋偏位が最大に増加

上方偏位は外転位であるのでＳＯの関与は

少なく右図より軽減する

斜筋のほぼ上下偏位のみになる内転位であり、

Ｐ．Ｐでの偏位分＋下転方向への指令分と内転位の影響分で

上方偏位が最大に増加

×
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斜筋のほぼ回旋偏位のみになる外転位で

外方回旋偏位が上図より増加
右図より増加

上方偏位は外転位であるのでＳＯの関与は

少なく右図より軽減する

斜筋のほぼ回旋偏位のみになる外転位で

外方回旋偏位が右図より増加
上方偏位は外転位で上方位であるので

ＳＯの関与は、ほぼ無い

Ｐ．Ｐでの偏位分＋（麻痺と内転位の影響分）で
上方偏位が左図より増加

(内方の場合斜筋の上下作用が
最大となる位置であり SO 麻痺の

下転作用の影響が大きくなること
もあるが、Sherringtonの法則が働
くこともあり、さほど偏位に影響し

ない場合もある)

Ｐ．Ｐでの偏位分＋（麻痺と内転位の影響分）で
上方偏位が上図より増加

左図より増加


